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静岡地学第68号 (1993)

番長
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はこのようにして え同

和田秀樹*

潜航

船長はベテランの井田さん、そして、もう一人のみちづれの爵ノfイロットは若い牧さんだ。直径2

メートルの球形の、潜水船の中で、様々な計器やビデオモニターなどが球面に添って並べてある O まる

で魚眼レンズの世界にいるようだ。正面真中に船長の井田さんが諦取り、左側に私、右側に牧さんが

り込んで、しばらくおしりを動かしたり荷物を整理したりして最も楽な姿勢をとり、その時のくる

のを待った。ここまで来たらパス トを調べられることもあるまいと O 外から を送り込んでい

た太いホースカヨヲ!き抜かれ、行ってらっしゃいと、声をかけられハッチが閉まった。ゴトゴトと

をしている音が、ぴたつとしなくなったら空中に吊り上げられていた。外の音もほとんど関こえず¥

船内は静かで、酸素ボンべから送り出される空気の音がするばかりだ。 15分イ立後には、パシャツと

う音と共に海面に静かに浮いていたO 船から見て想像していたよりず、っと、揺れも少なし“ふわっと

6500円計画と言う名前もいいかも知れないと思った。

さんは数えるのもやめてしまったほど何度も潜っているので、

た。そして、最後に受話器を取って、
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滴がつき、吐く息でくもってしまう O 手のひらで拭っていると、井田さんが船内の光を消してくれた 0

15センチの窓から外を眺めると、真っ暗と思っていた世界は、とんでもなくみごとな光が乱舞してい

たのだ。発光生物の点と線、透けた生物の形をとりまく微かな蛍光の輪。次から次へと、自の前

よりずっと近くに流れるひかりの様子を、飽かずに眺めていた。マッキントッシュの εrDarkのプ

ログラムに Warplという、あまたの星が現れ後ろに消えて行く世界があるが、コンピュータ

は10分も見ちゃいられないが、深海への旅のはじめて出会う世界は、新鮮であり、喰えようもなし

しさであった。

1時間半余りの、狭いながらも快適な、退屈を感じさせない旅行の末、水温1.40C、水深4154m に

し、これから、 3 りの海底俳佃が始まるのであっ ιo

患いがけず

は、鳥島海山の崖錐に覆われた中腹、挙の大きさから人の頭ほどの擦がごろごろしていて、

その間をふわふわのほこりが数センチも積もったような斜面であるO 擦は色といい、形といい蛇紋岩

に開違いない。擦のまわりの斜面に白いものが広がっている O 炭酸塩かも知れないと、必至にこの調

査の目的に合うべく観察を続けていた。斜面を登りはじめ、予想、どおり蛇紋岩のたくさんの露頭にも

めぐまれ、途中、色のないプライムローズの花を思われるスポンジや、

えもある大ナマコ、何をしてるのと開いてみたくなるよな、海底にべったりと

しない 50センチくらいのイトヒキイワシ、アメリカのナマズのよう

たくさんのヒトデなどそれなりに多彩な 4000メートルの景色を楽しんだ。

料も、井田さんの見事なマニュピ

レータさばきでなんなくとれて、概

ね満足のいくものだ、った。

窓の外を、あいかわらず窮屈な格

好で見ながら、お昼の特製サンド

イツチも食べた。海底俳街も後半に

はいった午後1時半境、前方をみて

いた井田船長が妙なものを見つけ

た。
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語棄の少ない表現力に乏しい会話だが、こんなときにはこんなもんだろう O その変なもんに、どう

も蟹のような動物が私の窓から見えてきたときに、これはなかなかおもしろい物に、あたってしまっ

たかなと言う思いがじわじわと、少し間をおきながらやってきた。こういうところで、大事なことを

見逃しちゃなるまいと、まずはじっくり

井田さんは、“地質学的にや、こりゃあんまりですよね"と中途半端なことを言う O “そりゃそうか

もしれないけど、生物としてみると、何ですね、

をするO

もしろいんじゃないかな"と、自信のない返

井田さんは“なんだなんだ¥コシオリエピがいっぱいいるじゃねいか"と普通の言葉で喋った。そ

の変なものに近づいてみると、部座に経験豊かな井田さんは、そこにいるのは蟹ではなくエピである

こと ユた。 はもちろん腰が曲がっているものだが、それはお血の上にのったときのこと、

っているときに

エピと呼ばれたエピは、

は持ばしているものだ。しかし、しんかいにすむこの白いコシオリ

吊輪などでよくみせるような格好で、いつも深々と腰を

折って 2つ折りの生活をしているようだ。

1辺が 15センチ位の、自い四角いさいころのようなものが数メートルにわたって点々と並んでいる

のが見える O 全部でお個余りが一列に、ちょっと途中でずれながら、そして、その一つひとつにコシ

オリエどとやらが数匹ずつ群がり、足をいっぱいに広げて踏ん張っているのだ。突如現れたこの変な

ものの正体は、鯨の遺骸に、エゼやらなにやちの動物が、よってたかつてむさぼっているらしい、と

う事になった。鯨の肉は食べたことはあるが、骨は博物館で見たくらいで、背骨がどんな形をして

いるか、もちろん縮かいことはしらないが、一つひとつには突起物もあったような気がするし、さい

ころのようだとは思いもしなかった。大きさからして、まあ鯨に間違いないだろうと、 3人とも納得し

た。さいころみたいな背骨は一つひとつが間躍をおいて並んでおり、ずいぶ、んと際関のある背骨だと

思い、また、突起物も見えない。時間がたって出っ張ったところから食われてしまったのだろうか。

2番水中カメラを、遠縞操作のジョイスティック(楽しい棒)を使って、カシャツ@カシャツと

かしてもう少し速くの方まで照らしてみた。すると、背骨の列から仁 5メートノレ右奥の薄暗い中に、

よりず、っと大きな英語のWに似た骨が、しらじらと浮かんできた。下顎の骨だろうと思われるが、

むこう向きに置かれているようだ。辺りには白い骨のかけらが散らばっている O そして、やはり例の

自いコシオリエピが11匹も群がっているし、長さ数センチの少し黒っぽい貝が一杯くっついているで

はないか。ピデオの画面を拡大して見ると、ライトの光を察したのか、コシオリエゼがゆっくりと

きだした。この顎の骨についている 2枚貝は至る所に数種棒ずつ群生しているO 黒いウニのようにみ

リプを出しているイソギンチャクの類、これも色は黒n 骨のまわりには多分生きている

と思われる 5センチ位の長さの自い巻き貝や、白いヒトデが沢山

えており、その中から、長めにさったマカ口ニをーまとめにして根元でくっつけたよう

この 1センチイ立のチューブの先から糸屑みたいな生物体が、ゆらゆらとゆれており、誰かに生きてい

るO こ こえ}ー

ゴカイ うだ。じっ

い?の

つ
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さんも、科 といいますo 4000メートル以上の深海に、しんかい 6500で最も

さんにしてfこんなの見たことありませんね円と丁寧な言葉を使って言った。

えば、制こんなへんてこなもん、見たこともにやーよ持ということになる O

井田さんの話では、何年か前にカリフォルニアのサンタカタリナ沖で、すでに鯨の骨が見つかって

いるそうなので、世界初めてではないようだ。しかし、サンタカタリナの場合は 1000メートル位の海

で、 4000メートノレというのは多分世界ーだろうということである O

ヱピやら虫やら貝やらび、っしりとついていて、骨のまわりには長さ 5センチくらいの 2枚貝が仰向

けに 2つの殻を開けて砂に壊もれかかっている O これほどの生物群集ができるのにどれほどの時間が

っているだろうか、水中ライトの光を当ててテレピカメラのズームをいっぱいに拡大してみると、

それを感じたかのように、先がすこし赤い自をした例のコシオリエピが体長ほどの細いひげをゆっく

りと動かし、少しJ恨めしそうに骨の上からあとずさりして降りていった。

“グアッ、とうとうみてしまいましたね、わたしたちのいとなみを円と言う

した。

こえたような気が

{司をしよう

..，.. 
L一、幅、

り眺めたあと可しばらく

に出会ったとき可

は、その人の、

りに次のよう

した

ることにし 1'-0 

ならねばならなし凡さて、このよう

るか、など判断することになる O

るO

し、それも

的に端から端まで取る O 試料は百グリンピースから非難されるかも知れないがやはり取っていこうと

決心し、どれを取るか悩んだ、。たいした根拠ではないけれど、一列に並んだ、背骨の横に、一つだけ離

れた骨があり、おまけに 2匹のエピがくっついていたので、これをエピごと採取しようと決めた。し

かし、賢くも 2匹のエピは、こちらの計画を読んでいるかのように、マニュピレーターを差出すころ

にはさっさと骨をあとにして、この降って湧いたような災難を逃れていってしまった。逃げて行くも

のを深追いするようなことは、みっともないのでやめるがよかろうと、あきらめることにした。あと

で見たビデオで、あるアメリカの女性研究者は、この潜航でもよく見かけた“ソコダラの一種押と呼

んでいる魚、を、マニュピレーターを使ってマニュピレーターづかみにしようとして失敗した。我々の

いつもの生活とは全くテンポのちがう、深海にいる魚は、動きも鈍重で、低能だからつかめると思っ
あなど

たのだろうか。彼らは賢い、このエピに見られるようにゆめゆめ侮ってはいけない。 400気圧を毘とも

思わず、暮らしているのだ。

それから、鯨の生体に る有機物が観測されるかもしれないので、骨ののっていた堆積物の柱

状試料 O 

ることはあったかもし いが、あとで訴あんさんら、何 んどったんかい

と、どこ らわから の換ちゃんに うなので、そろそろ引き上げ

ることにした。

この地点で、 30 してしまい、だんだんと残りの潜航時間も少なくなってきた。などり
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常しいが、我々は、更に旅を続けなければならないのだ。“さらば、コシオリエピたちょ G イ可の前触れ

もなく、突然邪魔しですまなかったね。はじめから知っていれば、田丸震の金印わさび漬けの一つも

にもってきたものを。そのうえ、諸君の大切な食料である骨11屈を、お代も払わずもっていっ

てしまうなんて、あとて?きっと非難するだろうね。勝手なことをしてしまった。かくなるうえは、せ

めて論文なりを送らねば持

ところで、“しんかい門から母船の“よこすか" した交信の内容は、おもしろいことに、“し

んかい"の中で話をしていた、クジラも、コシオリエピも、一切の名前もでてこない、次のような内

容のものであった。

“よこすかしんかい、海底に白いかたまりの列があり、それにさまざまの生物がついているので、

し、そのうち 1個をサンプルした"

“よこすかしんかい、この場所で、白いものを 1個と採泥管行罷を採取した。これから航走

する円このような状況に遭遇した得がたい体験は、偶然にもこの場に居合わせ、この時間を共有する
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らりとやってきた。体長は 50センチもあるだろうか、大きな眼と新鮮なぬめりのある浅黒し

もったよく見かける魚である。私の自の前までくると、ツト逆立ちをして、口で泥を吸うよう

を

をしながら体をくねらせはじめ、きれいなサインカーブを描きながら、ソコダラダンスを見せてくれ

た。何というエンターテイナーたちであろうか。また来年もできたら訪れたいものだ。

エピ日

私が船内の窓から観察をしている問、牧さんが撮ってくれたビデオを、その後、何回も見ることが

でき、この鯨の骨動物群については以下のような観察結果に整理することができた。

@コシオリエピは、前後左右どちらにも容易に移動する O 通常の移動速度は、 1分間に数センチ。

の上に陣取っていたエピがなにかを感じて、素早く骨と骨の間の際関に移動したときは、いつもの十

倍以上の早さで行動するO このときは腰を使い、尾ひれも使っているようだ。

@コシオリエピの分布は、鯨骨の手前数メートルに 1匹、骨の群集に 55匹、骨の観察後、約30メー

トル南西の蛇紋岩路頭の手前に 1匹、更にそこから数十メートル進行方向にも(テレビ画面の端で)

はっきりと 1匹見られた。どうも、なにもないと思われる海底を散歩しているらしい。分布範囲は、

少なくとも 100メートル以上に分散している O

@骨の表面は、いくつも穴が開いており、生物がほじったか、溶かしたものだろう O

と顎のほかになにもないように思ったが、両方の間や、顎の骨の更に奥の方にも 2、30センチ

さの骨が見られるO 肋骨らしきものは確認できなかった。

@採取した背骨のすぐ後の泥の中から、員だろうと思うが、砂を吹き出すのが観察された(時間13: 

49の記録)。表面はなにも見えないが、底質の中には、生物が沢山いるようである O

@採取した背骨のすぐ横の泥を柱状に採取したが、あたりの泥は黒っぽく、かなり有機物に富んでい

るO コア試料を分割した際、表面2センチ位は、粗い真っ黒な色をしていた。この泥の一部を洗った

ところ、紐のような動物が採取された。

ここでは、鯨骨発見の顛末を時の流れそど渇つ

成閣については、これからも共同研究を進める
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ユてみた。鮫島先生と最後にお話をした蛇紋岩の

、機会があればその話も書いてみたい。


